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報道関係各位 

ソーラーフロンティア株式会社 

 

 

戸建て住宅購入検討者を対象にした家庭のエネルギーに関する意識調査  

最も気になる家計の固定費は「電気代」 

太陽光発電には売電より「月々の電気代節約」「自家消費」を期待 
 

ZEH認知者の内容理解率は 80.1%、導入検討は 85.7% 理由は「長い目で見ると経済的」 

 

 

太陽エネルギー企業のソーラーフロンティア株式会社（代表取締役社長：平野敦彦、本社：東京都港区）

は、今年も猛暑による家庭の電力需要の増加が見込まれる中、5年以内に新築一戸建ての住宅購入を検討

している既婚の男女1,000人を対象に、家庭のエネルギーに関する意識調査を実施しました。 

 

調査の結果、家計の固定費で最も気になるのは現在も新居購入後も「電気代」が最多でした。太陽光パネ

ルは月々の電気代を安くする節約アイテムとして認識されており、設置により得られると思うメリット

は2位の「売電できる」（55.1%）を上回って「電力の自家消費ができる」（68.1%）が1位でした。これ

を裏付けるように、国が推進するネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）を知っている人のうち、内

容を理解している人は80.1%、導入を検討している人は85.7%となりました。ZEHを理解しており、ZEH

導入意向がある層の検討理由では、「長期的な観点での経済性」を重視している人が64.5%で最多である

ことが分かりました。 

 

調査結果から、住宅購入検討層の間で、太陽光発電の仕組みや経済効果が改めて認識され、ZEHをはじめ

とした自家消費型の使い方に期待が集まっていることが伺えます。ソーラーフロンティアは、太陽光発

電の更なる理解促進と普及拡大を目指し、今後も邁進してまいります。  

プレスリリース 

4p参照 

 

2p参照 

※クリーンエネルギー：二酸化炭素などの排出量がゼロまたは少ないエネルギー源で、太陽光、水力、風力、地熱、バイオマス、LNG火力等が含まれる。 

【調査結果サマリー】 

 

■ 家計の固定費で出費が気になるものは、約半数が「電気代」と答えて最多。 

■ 住宅購入後、節電対策を導入する意向がある人は92.2%で、具体的な対策は「こまめに電気を消す」（68.2%）、

「電力会社の比較・検討」（30.1%）、「家電の電源コードを抜く」（28.9%）など手軽なソフト面での取り組み

が多い中、ハード面での取り組みとしては「太陽光パネルの導入」（21.7%）が最多。 

■ 太陽光パネルの導入効果については、「月々の電気代が安くなる」（82.7%）を期待する声が最多。パネル設置で

得られると思うメリットは、「自家消費ができる」（68.1%）が「売電できる」（55.1%）を上回る結果に。 

■ ZEHを知っている人のうち、80.1%が内容を「詳しく説明できる」「説明はできないが、大まかに知っている」と

答え、理解度の高さが伺える。また、85.7％は住宅を購入する際、ZEHの導入を前向きに検討。 

■ ZEHを理解している人に導入検討の理由を聞くと、「長い目で見ると経済的だから」が最多の63.3%。太陽光パネ

ルの導入効果を全体に聞いた際の最多回答であった「月々の電気代が安くなるから」と比べると、ZEH導入検討者は

長期的な経済メリットを求める声が鮮明に。 
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調査結果の詳細 

 

 

① 家計で最も気になる固定費は電気代。住宅購入後も関心は上位に 
 

今後5年以内に戸建ての住宅を購入する意向がある既婚の男女1,000人を対象に、現在、家計の固定費の中で出

費が一番気になる項目（※家賃を除く）を聞いたところ、「電気代」が48.5%でほぼ半数を占め、1位でした。

また、新しい住宅に入居した場合に増減が最も気になる固定費でも、電気代を挙げた人が54.4%と過半数を占

め、最多でした。今も今後も、光熱費の中でも電気代は最も気になる項目のようです。 

 

そこで、現在住んでいる家の電気代について、どの程度把握しているか聞いたところ、「月々の電気代」を「よ

く把握している」「ある程度把握している」人は計88.9％、「基本料金」を「よく把握している」「ある程度

把握している」人は55.2％いるものの、Wあたりの電気代を「よく把握している」「ある程度把握している」

人は33.8％と少数派でした。 
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48.5%

26.7%

14.1%

10.7%

Q1.現在、家計の固定費で

出費が一番気になるもの (n=1045)

電気代

ガス代

水道代

駐車場代

54.4%

21.8%

9.4%

9.1%

5.3%

Q2.新居に入居後、最も増減が気になる固定費

（n=1045)

電気代

ガス代

水道代

駐車場代

特にない

17.1%

24.2%

43.5%

16.7%

31.0%

45.4%

40.7%

35.6%

8.2%

25.6%

9.2%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Wあたりの電気代

基本料金

月々の電気代

Q3.今住んでいる家の電気代についてどの程度把握しているか
(n=1045)

よく把握している ある程度把握している あまり把握していない まったく把握していない



 

 

② 住宅購入後、電気代削減施策を行う意向がある人は約９割。 

具体的には「こまめに電気を消す」、「電力会社の比較・検討」、「家電の電源コードを抜く」 
 

住宅購入にあたり、電気代を削減するための施策を行う意向があるかを聞いてみたところ、意向がある人は

92.2%で、大多数を占めました。具体的な施策としては、「こまめに電気を消す」が68.2%で圧倒的に多数で

した。ついで、「電力会社を比較・検討する」（30.1%）、「家電の電源コードをこまめに抜く」（28.9%）

などソフト面での取り組みが続きました。一方、工事を伴うようなハード面での施策を行う人は少数派でした

が、ハード面の施策の中では「太陽光パネルを導入する」と回答した人は21.7%で最多でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 太陽光パネルの印象は「月々の電気代が安くなる」、「災害時などの電源として安定する」、 

「家庭内で使用するほとんどの電力をまかなえる」 

住宅を購入する際、太陽光パネルを設置することで得られるメリットについては、「自家消費」

（68.1%）が「売電」（55.1%）を上回る 
 

続いて、ZEHの導入時に必須条件となる太陽光パネルの設置についての印象を聞いてみました。最も多かった

のは、「月々の電気代が安くなる」で「とてもそう思う」（28.3%）、「まぁそう思う」（54.4%）が計82.7%、

「災害時の電源として安定する」（79.8%）、「家庭内で使用するほとんどの電源をまかなえる」（70.5%）

が続き、太陽光パネルは月々の"家計のお助けアイテム“として期待されています。一方、「初期投資の費用負

担が少ない」（35.1%）、「投資が短期間で回収できる」（37.5%）の印象が低く、技術向上などにより導入

コストの低下が進んだ今も初期投資をハードルに感じていることも伺えます。 
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28.9%

30.1%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

特にない

その他

窓に断熱シートを張る

最新の空調設備を導入する

すだれ、よしずを使う

窓の数や大きさを工夫する

外壁に断熱素材を使う

家の間取りを工夫する

太陽光パネルを導入する

家電を節電性能が高いものに買い換える

家電の電源コードをこまめに抜く

電力会社を比較・検討する

こまめに電気を消す

Q4.新居の電気代を削減するために行いたいこと (n＝1045)
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2.6%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

初期投資の費用負担が少ない

投資が短期間で回収できる

売電収入が見込める

たくさん搭載すればするほどお得である

家庭内で使用するほとんどの電力をまかなえる

災害時などの電源として安定する

月々の電気代が安くなる

Q5.太陽光パネル設置についての印象 (n=1045)

とてもそう思う まぁそう思う あまりそう思わない そう思わない
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次に、太陽光パネルを設置することで得られると思うメリット（上位3つ）について聞いたところ、「発電し

た電力の自家消費ができる」が68.1%で、「発電した電力を売電できる」の55.1%を上回り、最多でした。住

宅購入を検討している層の意識は、自家消費に向いていることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「パネルの価格の安さ」「少ない初期投資」「短い期間での初期投資回収」があれば設置を検討 

住宅を購入する際、どのような理由があれば太陽光パネルの設置を検討しやすくなるか聞いたところ、「少な

い初期投資」（36.0%）、「パネルの価格の安さ」（20.0%）、「短い期間での初期投資回収」（14.7%）が

上位に並びました。前の質問と合わせると、今後の普及には初期投資の費用抑制が課題に挙げられそうです。 

 

 

 

 

 

 

  

68.1%

55.1%

44.6%

35.2%

20.7%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

発電した電力の自家消費ができる

発電した電力を売電できる

災害の際の非常電源として機能する

長期的な観点で見ると金銭面での利益が期待できる

CO2の削減、地球環境の保護に貢献できる

あてはまるものはない

Q6.住宅購入の際、太陽光パネルを設置することで得られると思うメリット 上位3つ （n=1045）

36.0%

20.0%

14.7%

8.7%

6.3%

5.6%

3.8%
3.7% 1.1%

Q7.どのような理由があれば、太陽光パネルを設置検討しやすいか
(n=1045)

少ない初期投資

パネルの価格の安さ

短い期間での初期投資回収

十分なメーカー保証

国や地方自治体からの補助金

設置の手続き・手間の省略

太陽光パネルは設置したくない

高い発電量

その他

（時計回りに） 



 

 

⑤ ZEH を知っている人の 9 割近くが導入の検討意向あり。理由は「長い目で見ると経済的だから」 
 

次にネット・ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）の言葉を知っている人（n=302）を対象に、ZEHがどのような家

か分かるかを聞いたところ、「他人に詳しく説明できるほど詳しく知っている」が35.4%、「説明はできない

が大まかな内容は知っている」が44.7%で、その合計は80.1%と、理解度は高いことが分かりました。また、

これらの人に住宅の購入を検討するにあたり、ZEHの導入を検討したいかを聞くと、「検討したいと思う」

（41.7%）、「どちらかといえば検討したいと思う」（44.0%）の合計は85.7%で、ZEHを知っている人は導入

に大変前向きであることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、ZEHの導入を「検討したい」「どちらかといえば検討したい」人を対象に、その理由を尋ねたと

ころ、「長い目で見ると経済的だから」が63.3%で1位でした。これに「月々の電気代が安くなるから」

（36.3％）が続き、経済面でのメリットが上位に来ています。その後は「ZEHの仕組みが省エネに合理的

だから」（34.4%）、「新築時であれば導入が楽だから」（32.4%）という回答が続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

35.4%

44.7%

19.9%

Q8.ZEHとはどのような家か分かるか？ (n=302)

他人に説明できるほど詳しく知っている

説明はできないが大まかな内容は知っている

聞いたことはあるが、内容までは分からない

41.7%

44.0%

11.6%

2.6%

Q9.住宅購入に当たり、

ZEHの導入を検討したいか？(n=302)

検討したいと思う どちらかといえば検討したいと思う

あまり検討したいと思わない まったく検討したいと思わない

63.3%

36.3%

34.4%

32.4%

26.3%

12.4%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長い目で見ると経済的だから

ZEHを導入すると月々の電気代が安くなるから

ZEHの仕組みが省エネに合理的だから

新築時であれば導入が楽だから

ZEHの初期費用は比較的短期間で回収できるから

ZEHの補助金制度が充実しているから

ZEHにして太陽光パネルを屋根に載せると格好いいから

Q10.ZEH導入を検討したいと思う理由（n=259）
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⑥ あったらいいなと思う太陽光パネルの機能は、「雨天や夜間も発電」「屋根一体型」「極薄」！ 
 

太陽光パネルに付いていたらいいなと思う機能や特徴を聞いたところ、もっとも多かったのは「雨天時や夜間

にも発電する」（47.3％）でした。4位には「日当たりがいい場所に自分で動く」（30.0％）も挙がり、効率の

良い発電を求めていることが分かります。また、「屋根一体型」「極薄」などの施工に関わる点、「無色透明」

（21.3%）、「夜光る」（10.2%）、「色が付いている」（9.7%）など見た目に関わる点も多数挙がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査概要＞ 実施時期：2017年6月下旬  調査方法：インターネット調査 

調査対象：5年以内に新築住宅の購入を検討している既婚の男女 約1,000人（実回答者1,045人） 

居住地：  全国 

以上 

 

【ソーラーフロンティア株式会社について】 

ソーラーフロンティア株式会社は、昭和シェル石油株式会社（5002, T）の 100%子会社で、世界最大級の CIS薄膜太陽電

池メーカーです。当社が生産・販売する CIS 薄膜太陽電池は、高温や影に強く発電量が多いことや、景観を損なわない美

しいデザインが特長です。加えて 100%国内生産の品質や 20年保証を含む安心のアフターサービスが評価され、大手ハウ

スメーカー様による新築住宅への採用をはじめ住宅用・産業用など幅広い用途で採用いただいています。当社は CIS 技術

の特性を生かした価値創造を通じて、太陽による快適でクリーンな暮らしをすべての人にお届けします。企業情報や最新

ニュースの詳細は、当社公式のホームページ、コーポレートビデオ、Facebook、Twitterをご覧ください。 

 

報道関係からの問い合わせ先: 

ソーラーフロンティア株式会社 コーポレートコミュニケーション部 

吉田・八宮   TEL: 03-5531-5792 
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日当たりがいい場所に自分で動く
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屋根一体型

雨天時や夜間も発電する

Q11.あったらいいなと思う太陽光パネルの機能 (n=1045)


